
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１部 報告会 
専門委員が、小学校の授業を参観し、小学校の教科書等についての勉強会を行った。その学びを部員に報告、

共有した。 

 

１７園で共同研究しています！ 
今里 東小橋 北中道 東中本 旭東 榎本 愛珠 銅座 玉造 

中大江 桃園 南 九条 靭 日吉 日東 立葉 

７月研究部会 令和８年７月１５日（水）立葉幼稚園 
第１部    専門委員による学びの報告会  
第２部 元大阪市立小学校長先生による講演会 
を行い、全部員で幼稚園教育と小学校教育とのつながりについて学びを深めました。 

令和８年度 研究主題 

幼稚園教育と小学校教育とのつながりを考える 

〇今里小学校の授業参観から 

 ５月、「①小学校教育を見学して発見したこと」と「②幼稚園教育での学びが小学校教育につながっていると

思われること」の２つの視点をもち、１～６年生の授業を参観した。 

① 小学校では、ICT 機器を活用した授業や教師の問いかけ、振り返りの時間な 

どから、一人一人の考えを引き出し、安心して学べる環境が整えられていた。 

② どの授業でも、児童が互いの考えを伝え合い、対話を深めて、身近な経験を 

学習へとつなげている姿が見られた。児童の姿から、幼稚園での遊びや経験が小 

学校での学びの基盤となっていると感じた。 

 

〇小学校の教科書・指導書から 

 ７月、シナジースクエアにて、小学校の教科書や指導書を閲覧し、幼稚園での遊びは、どのような教科につな 

がっているのかを考察した。小学校の学習内容と幼稚園での遊びとのつながりについて、まとめたことを報告し 

た。 

虫の飼育や草花などとの触れ合い、歌やリズム遊び、素材遊びや泥遊びなど、幼稚園での遊びが、生活科や理 

科、音楽、図画工作、道徳などの教科につながっていることが分かった。幼児期に夢中になって遊ぶ経験は、小

学校での教科学習へとつながっていることを実感した。幼稚園教育と小学校教育は別々のものではなく、連続し

た学びがあり、幼児期における豊かな遊びや体験の積み重ねが大切であると改めて感じられた。 

 

第２研究部 



 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冒頭は、「子どもの想像力を奪っていませんか？」というメッセージの込められた動画の視聴から始まっ

た。動画から、小学校でも子どもの姿を最後まで丁寧に見届け、寄り添うことを大切に考えていることを把

握した。また、「幼稚園教諭になって嬉しかったこと」を参加者同士で共有し、子どもの成長や笑顔に喜び

を感じるという思いは、校種が異なっても教員に共通している根幹の部分であると確認した。 

 

〇幼小連携の難しさ 

 幼稚園・小学校双方に、幼小連携の目的が共有されていないことや時間の確保、担当者の不在など、連携

の難しさがある。また、互いの教育課程や教育のねらいへの理解が十分でないことも課題の一つであり、幼

小連携を進めるためには、まず互いの教育を理解し、共通理解を深めることが大切である。 

 

〇幼小連携実現までの STEP 

 ①目的を明確にする 

 ②計画を中期で考える 

 ③幼稚園教職員で共通理解を図る 

 ④小学校と交渉開始（小学校を知る・幼小連携の進め方を共に考える） 

 ⑤簡単な取組一つでいいからスタートさせる 

 目的を共有して少しずつ積み重ねることが継続的な連携につながる。 

 

〇実践事例 

 ・小学校の図工の時間に、作品展の看板づくりを幼小合同で行う。 

 ・掃除を一緒にし、小学生が雑巾の絞り方を園児に教える。 

 ・パソコン交流の一環で、小学生と園児が一緒にタブレットで校庭の丸や三角の形を探して撮影し、写真

を見て振り返る活動をする。         など 

 

〇まとめ 

 幼小連携で重要なのは、「一人の百歩よりも 百人の一歩」である。一部の担当者だけが進めるものでは

なく、多くの教職員が共通の目的をもち、それぞれが少しずつ取り組むことが大切である。 

 

 

 
部員の声 

・小学校の先生方とコミュニケーションをとりながら、共通の目的をもち、できることから少しずつ取り組

むことの大切さを改めて感じた。 

・小学校の教育課程やカリキュラムへの理解を深め、今後の幼小連携に生かしていきたい。       

 

第２部 講演会 
 講師：元大阪市立小学校長 
 演題：「小１プロブレムを吹き飛ばす！園と小学校のハッピーな連携術」 
 

 

学んだこと 

・幼児期の遊びや生活経験が、小学校での各教科の学習や主体的な学びの基盤となっている。 

・幼稚園教育と小学校教育には連続性があり、学びはつながっている。 

・幼小連携を進めるためには、互いの教育課程や教育のねらいを理解し、共通の目的をもって取り組むこ 

とが重要である。 

・幼小連携は、目的と中期的な見通しをもち、できることから少しずつ継続して取り組むことが大切であ

る。 
 


